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●１日も早い復興へ
●災害関連Information
●お知らせ

●インターンシップ

●輝いている人

●フォトニュース

西
日
本
豪
雨
の

復
興
支
援
は
続
く

「総社流」支援物資のフリーマーケットで

被災者のニーズに応える
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■
連
日
の
猛
暑
の
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
他
の
自
治
体
職
員
の
皆
さ
ん
の
協
力

で
、
市
内
の
早
期
復
旧
が
図
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
仮
設
住
宅
の
建
設
が
急
ピ
ッ

チ
で
進
め
ら
れ
、
復
興
に
向
け
て
の
ス

ピ
ー
ド
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
災
害
を
教
訓
と
し
、
決
し
て

風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。（広

報
編
集
部
一
同
）

今
月
の
表
紙

　

全
国
か
ら
多
く
の
支
援
物
資
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
支
援
物
資
は
市

役
所
南
側
車
庫
を
開
放
し
た
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
で
提
供
。
１
日
当
た
り
約

１
０
０
０
人
が
訪
れ
、
必
要
な
も
の
を

持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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た
だ
い
ま
復
興
中

■下原地区
　工場爆発による爆風
と、小田川の決壊によ
る浸水という二重の被
害を受けた。屋根など
が爆風で破壊されてい
るため、ブルーシート
で覆われた家屋が多い

■日羽地区（作原）
　高梁川日羽水位観測
所では７月７日午前０
時 30 分に、最高水位
13.12 ｍを観測。冠水
し敷石が流出したＪＲ
伯備線は８月１日に復
旧した

市
内
の
被
害
状
況
と
、
そ
の
後
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■清音地区
　浸水被害を受けた清
音を含め、市内４カ所
に災害ごみの一時仮置
き場を設置。７月末ま
でに全て撤去し閉鎖し
た

■下倉地区（草田）
　越水により高梁川の
堤防が決壊。流れ込ん
だ濁流で犠牲者が出
た。堤防は仮復旧して
いる

（９月上旬撮影）

■美袋地区
　多数の家屋や昭和小
学 校、 美 袋 浄 化 セ ン
ターなどが浸水被害を
受けた。仮設住宅は昭
和 小 学 校 の 東 約 100
ｍの場所に建設

（発災後撮影）


